













































100 K以下での磁気励起が増大しており、 Tcも高い。低温の磁気励起や超伝導転移温度は Co02
面の歪みと密接な関係があると考えられる。また、さらに共鳴周波数の高い試料において磁気秩
序に伴う 1/T1Tの発散を観測し、超伝導相が磁気相と隣接していることを明らかにした。超伝導
対の対称性を決定するため、純良な配向粉末試料を用いた角度依存ナイトシフトの測定を行った。
丸以下でナイトシフトに異方的な振る舞いが見られた。実験結果の詳細は講演で発表する。
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